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「 『 古 事 記 』 の 成 書 と 『 帝 王 世 紀 』 の 関 係 に 関 す る 基 礎 的 研 究 」 の プ ロ ジ ェ
ク ト の 進 行 状 況 な ら び に 現 在 に 至 る ま で の 成 果 に つ い て ご 報 告 申 し 上 げ ま す
。  
 
 
表 題 の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 『 古 事 記 』 と 中 国 六 朝 時 代 に 成 立 し た 史 書 『 帝 王 世
紀 』 と の 関 係 を 手 掛 か り に 、 『 帝 王 世 紀 』 が 『 古 事 記 』 の 成 立 過 程 及 び 上 代
日 本 に お け る 歴 史 意 識 の 形 成 に 与 え た 影 響 な ら び に 意 義 を 究 明 し よ う と す る
も の で あ る 。 こ の 問 題 は 筆 者 に よ っ て 提 起 さ れ 、 ま ず も っ て 短 い 論 文 の 形 で
京 都 大 学 発 行 の 『 国 語 国 文 』 （ 2015年 4月 ） に 掲 載 さ れ た が 、 貴 財 団 の 助 成
金 を 受 け た こ と を き っ か け に 、 従 来 の 研 究 よ り も 広 い 視 野 か ら 『 古 事 記 』 の
成 立 と そ の 意 義 に つ い て 研 究 で き る よ う に 、 二 つ の 出 版 計 画 が 立 て ら れ た 。  
 
一 つ は 、 筆 者 の 執 筆 に よ る 『 古 事 記 と 東 ア ジ ア の 歴 史 世 界 』 と い う 書 物 で あ
り 、 も う 一 つ は 、 当 該 分 野 の 研 究 者 た ち と の 連 携 に よ る 、 共 著 『 帝 王 世 紀 と
古 代 日 本 』 と い う 書 物 の 準 備 で あ る 。  
 
ま ず 、 前 者 に つ い て は 、 昨 年 9月 以 来 、 資 料 の 収 集 と 日 本 人 学 者 と の 交 流 に
基 づ き 、 原 稿 の 執 筆 が 順 調 に 進 み 、 現 在 の と こ ろ 11万 字 に 及 ん で い る 。 最 終
計 画 の 16万 字 に 達 し た 段 階 で 出 版 す る 予 定 で あ る 。 出 版 に つ い て 、 既 に 昨 年
12月 、 東 京 に あ る 出 版 社 汲 古 書 院 と 具 体 的 な 相 談 を し て お り 、 来 年 6月 か ら 7
月 ま で の 間 に 原 稿 を 交 付 す る 見 込 み で あ る 。 先 に 提 出 し た 「研究内容要約書」
に「『帝王世紀』と『古事記』の構成、表現などを比較研究することによって、律令
国家として出発しようとしていた七、八世紀の日中間の文化交流の実相と歴史意識の
あり方、その相違や特徴を探索する新たな視点をも提供しようとするものである」と
書いたが、今回の研究の中で、比較研究をすることによって明らかになった事項は次
三つの点に纏められる。①『古事記』は構成、表現などにおいて『帝王世紀』との類
似点が見られる。原因として、紀伝体という中国正史の歴史意識に抵抗する形で、あ
る特別の家系を記録する「葉書」、「世本」を源とする編年体の体裁に相似の歴史意
識を認めた可能性が考えられる。『日本書紀』の編纂において指摘されたことがある
ものの、『古事記』に関しては筆者が最初の指摘者となる。②『古事記』の天皇記事
には、中国古代の神秘思想――讖緯思想の影響が見られると同時に、その受容には、
日本古来の「神」をめぐる観念と抵触し、変容する現象も見られる。そうした抵触と
変容が、中世日本の説話に意外な形で受け継がれた。この点、中世説話の研究者には
まだ言及されていない。③『古事記』における漢籍の受容は、『日本書紀』が漢籍の
類書をそのまま引 用 す る の と 違 っ て 、 『 三 国 史 記 』 と 『 三 国 遺 事 』 な ど の 朝
鮮 資 料 を 物 語 の 構 成 や 潤 色 に 反 映 さ せ て い る 。 特 に 後 世 に 発 達 し た い わ ゆ る
貴 種 流 離 談 の 祖 形 な る も の が こ の 過 程 に お い て 形 成 さ れ た 点 は 、 注 目 す べ き
現 象 で あ る 。 以 上 三 点 が こ の 度 の 調 査 の 中 で 特 に 明 ら か に な っ た も の で あ り
、 現 在 表 題 と の 関 連 性 と 、 『 古 事 記 』 研 究 お け る そ の 意 義 に つ い て 分 析 を 行
っ て い る 。  
 
後 者 に つ い て は 、 中 国 武 漢 大 学 歴 史 学 院 陳 偉 教 授 、 香 港 浸 会 大 学 中 国 文 学 科
陳 致 教 授 、 早 稲 田 大 学 文 学 学 術 院 稲 畑 耕 一 郎 教 授 と の 共 同 執 筆 に よ る 『 帝 王
世 紀 と 古 代 日 本 』 の 出 版 で あ る 。 具 体 的 な 分 担 と し て 、 そ れ ぞ れ 陳 偉 氏 は 「
帝 王 世 紀 と 中 国 歴 史 書 の 成 立 」 、 陳 致 氏 は 「 帝 王 世 紀 の 文 体 と 思 想 」 、 稲 畑
氏 は 「 帝 王 世 紀 と 中 国 の 皇 帝 史 」 、 筆 者 は 「 古 事 記 と 帝 王 世 紀 」 の 章 を 執 筆
す る こ と な っ て お り 、 こ れ に 『 帝 王 世 紀 訳 注 』 と 上 海 図 書 館 蔵 経 纂 堂 本 『 帝
王 世 紀 』 の 影 印 本 を 加 え て 一 冊 と な る 。 現 在 の と こ ろ 、 各 分 担 者 の 論 文 と 『
訳 注 』 は 執 筆 中 で あ り 、 「 上 海 図 書 館 蔵 経 纂 堂 本 『 帝 王 世 紀 』 の 影 印 本 」 は
既 に 現 地 出 張 を 通 し て 入 手 済 み で あ る 。  
 



 
以 上 、 表 題 の プ ロ ジ ェ ク ト の 進 行 状 況 並 び 成 果 に つ い て ま と め て み た が 、 全
体 的 に い え ば 、 共 同 執 筆 の 部 分 は 各 研 究 者 の 校 務 が 多 忙 の た め 、 や や 延 滞 気
味 で あ る 点 が 否 め な い 。 こ れ を ス ム ー ズ に 進 め る た め に 、 日 頃 全 員 と の 連 絡
を 欠 か さ な い よ う 心 が け て い る 。 貴 財 団 の 助 成 な し に は 二 つ と も で き な か っ
た こ と を 、 一 年 を 終 え て 痛 感 し て お り 、 こ の 点 、 出 版 物 が 世 を 問 う 時 点 で 明
記 す る つ も り で あ る 。  
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